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１ 本事例集の特徴について 

本事例集では，「課題発見・解決学習」を構想する段階で，生徒の実態を踏まえ，発問や事象提示

などの教師の意図的な働きかけを事前に検討することと，実践した結果を検証・考察して，改善の

視点を見いだすことを大切にしています。事前に想定したものはあくまでも計画であり，その通り

に生徒が反応しなければならないものではありません。だからこそ，予想外の生徒の反応も肯定的

に受け止めたり，実践後の振り返りを丁寧に行ったりし，今後の授業改善につなげていくことが重

要です。所属校の授業研究において，これらの事例を参考として，ＰＤＣＡサイクルを意識した授

業改善につなげてください。 

 

２ 事例のポイント 

◆ 学習過程 

各事例の「課題を見いだす」場面や「課題解決を行う」場面において，想定される教師と生徒の

やりとりについて記述しています。また，指導のポイントに，その際の教師の発問の意図を明示し

ています。 

《例：地理歴史・公民の事例（p.8 一部抜粋）》 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 実践結果 

【課題の練り上げの状況】 

実践における「課題の練り上げ」において，教師の発問など，意図的に行った働きかけやそれ

に対する生徒の反応を，事実ベースで記述しています。 

【振り返りの成果】 

実践における「振り返り」において，ワークシートの記述や発言など，生徒が行った振り返り

を，事実ベースで記述しています。 

 

 ◆ 事例活用の留意点 

各事例は，生徒の実態や各学校が育成を目指す資質・能力等，様々な要因に応じて開発されてい

ます。言うまでもなく，これをそのまま実践すればうまくいくというものではありません。各事例

を参考にしながら，それぞれの学校の目標や実態等を踏まえ，自分であればどう改善するかという

視点で十分に検討し，活用してください。 

 

各学校における活用に当たって 


